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1. 上顎諌 18性膏訴に対するLe-Fort 1霊 O坑eo・ 
tomy 
向山 聡，露暗孝二，武藤寿孝〈千大)
今回，顔貌の変形，校合不全を主訴とした諌13性上顎
骨骨折症例 (27歳，男)に対し Le-Fort 1型 Osteo-
tomy CHigh level advancement osteotomy)による観
血的整復を行ない，顔貌の変形，震合不全の改善に長好
な結果を得たため若干の検討を加え報告した。 
2. 頬善骨折の観血処置について
柴薄孝，石山信之，高原正明(千大〉
顔面外傷に占める頬骨骨折について，その特性，手術
に対する適~および手術方法に解説を加えるとともに，
最近 1年間で我々が経験した頬骨骨新の痘例よ予観血的
処置を行なった 3例を報告した。これらはいずれも，顔
貌の変形，複視に関して著しい改善が認、められている。 
3. 口内火傷の 2倒
木村孝雪，安田税秀，秋山行弘(千大)
症例 Iでは，感電により舌半額tlが壊死競落した。症例 
Eでは，熱い食事により右軟口蓋部の水建びらん形成を
来した。両症例とも抗生弗jの投与のみで、特に姑置せずに
治慈した。特に症例 1 (1歳5月，男)は広範留の舌実
質欠損にもかかわらず，舌運動は特にi毒害は認められな
い。この事は残存舌第が代讃性に十分機詫を果たしたと
考えられ，はなはだ興味ある所見と思われた。 
4. 干葉大学室学部歯科口腔外科教室における最近10
年間の顎善骨折の統計的観察
金沢春幸，秋u-!行弘，桜庭 裕
伊藤保秀，金福栄，高橋喜久誰
(千大〉
昭和45年 1月より詔和54年12月までの10年間に当科を
受診した顎骨骨折患者 411名について統許的観察を行な
ったので報告する。骨折部誌は下顎骨が最も多く 355例 
(86.4%)，ついで上顎骨19例 (4.6%)，頬骨17例 (4.1
%)， 上下顎骨15例 (3.6%)， その他の重複骨折5伊j 
(1.3%)の膜であった。 
5. Pierre-茸obinSyndromeのRandall変法による
外科的処置
小林操，今井諮，千葉精春(千大〉
大竹明，中村明 (同・小児科〉
今@]，我々は重篤な呼吸困難をく担返す， Pi庶民-
Robin Syndromeの新生女児に， Randall変法による
外科的処量を施行した。術後，呼扱医難は見られず，ま
た栄養状態の改善など，患児の発育に好結果が得ら
れ，現在，患克は漸次成長の経過をたどっている。 
6. 甲状舌菅嚢胞の 1拠
金福栄，木村孝雪，磯貝嘉{申(千大〉
本症例(1.5最，男)は， 模前蕗床的に霞下部に発生
した類皮嚢胞と診新した。請理組織畿は各種染色，亜連
続切片の検索によっても明確な上京組織の配列はなかっ
たが，一部扉平状，立方状を呈する上皮様の信所が散在
した。しかし手術時に一部舌骨との癒着があったこと，
内容液が灰白色で透明，粘調な液であったことなどか
ら舌骨付近に震発した平状舌管嚢胞と診断した。 
7. 稀有な下顎ならび、に下口唇正中裂のー僻
今井槍，石山信之，小林操(千大)
我々は極めて譲れ(本邦で 9例)な奇形とされている
下顎ならびに下口唇正中裂の症侭 C3カ月，女)を経験 
L，下口唇正中裂に対し Z-Plastyによる形成手請を施
行し良好な結果を得た。一方，下顎裂に対する手術時期
は，従来の報告で、も特に定まっていない。今後，我々は
充分な経過観察を行ない顎骨の発育を待ち，下顎裂の娃
量を行なう予定で島る。
